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   A very rare case of renal cell carcinoma of the horseshoe kidney that produced AFP and 
caused hypercalcemia is reported. The relationship between this renal cell carcinoma and 
hypercalcemia was obvious, but the mechanism of  hypercalcemia was not revealed. 
   The presence of AFP in cancer cells was demonstrated using the  "  ABC " method. 
















摘 され た.こ の ころ よ り多 飲 多 尿 に 気 付 く も放 置 して
いた.1978年よ り糖 尿病 の診 断 の も とに,イ ンス リ ン
注 射 お よび 食 事 療 法 を 開始 して いた.1980年,某人 間
ドノ クに て 高 血圧 症,糖 尿 病,腎 機 能低 下 お よび 高
Ca血 症 の診 断 を受 け 神 戸 大 学 第3内 科 へ,と くに 高
Ca血 症 の精 査 のた め 入 院 した.
入 院 時 現 症:体 格,栄 養 は 中 等 度 であ り,前 胸 部 に
Psoriasisvulgarisを認 め,右 腎 を 肋骨 弓下 に2横 指
触 知 す る.四 肢 に浮 腫 な ど の異 常 を 認 めず 関節 症 状 も
な か った.瞼 結 膜,球 結 膜 に 貧血,黄 疽 な く,心 肺 に
も打,聴 診 上異 常 を認 め なか った.膀 胱 部,外 性 器 お
よび 前立 腺に 異 常は なか った 。
検 査成 績:
血 沈:1時 間値2mm,2時 間 値43mm.血 液 所
見:赤 血 球383×104/mm3,白血 球11.900/mm3,血色
素II.99/dl,Ht37.5%,血小 板21.6×104/mme,出
血 時 間2分30秒,凝 固 時 間9分30秒.血 液 生 化 学 的 検
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査:血 清 タ ンパ ク5.89/dl,(Alb3.89/dl),総コ レ








AFPl6,000ng/ml,CEA正常範 囲 内,βHCG検 出
で きず,プ ロス タ グ ラ ンデ ィンE2(PGE2)20Pg/ml,
C末 端PTHO.340ng/ml,nephrogenousc-AMP
2.60nmol/d1GF,甲状 腺 ホ ル モ ン正 常 範 囲 内,%TRP
=54β%.便 潜 血:オ ル ト トリジ ン(±),グ ア ヤ ッ ク
(一),尿所 見:外 観 透 明,pH5.0,タンパ ク(±),ヶ
トン(一),ウ ロ ビ リ ノー ゲ ン(正),RBco～1/hpf,
WBco～1/hpf,上皮(一),円 柱(一),尿 培 養:菌 陰
性,尿 細 胞 診.classI～class2,腎機 能 検 査:PSP
15分値6.3%,30分値15.2%,60分値24.O%,120分
値44.4%,心電 図上,左 室 肥 大 の所 見 が 認 め られ た.
X線 学 的 お よびRI検 査:
胸 部 単純:第4弓 の突 出 を み るほ か は異 常 所 見 を 認
め な か った.胸 部 断 層 で も腫 瘍 陰影 な ど を思 わ せ る所
見 は な か った.
腎膀 胱 部単 純:脊 椎,骨 盤 に 骨変 化 な く,尿 管 走 行
部 位 お よび膀 胱 部に 結 石 陰 影 を 認 め なか った.
DIP:造 影 剤 の 排 泄 は 不 良.Renalaxisが腎 下 方
で交 わ る こ と よ り馬 蹄 鉄 腎 が 疑 わ れ,右 腎上 極 に 創 一
1ingdefectをみ る.
頭 部CT=異 常 な し
腹 部CT:肝 右 葉 辺 緑 部 とは 別 に 右 腎 相 当 部 に
tumormassを認 め る(Fig,1).
腹 部 大 動脈 造 影 ・血 管 走 行,腎 下 方 で 交 叉 す る
renalaxisおよび 腎影 か ら 馬 蹄 鉄 腎 と 診 断 され た.
右 腎 上 極 に はpooling像を認 め 腎 の 悪 性 腫 瘍 が示 唆
され た(Fig.2).
選 択 的 右 腎 動 脈造 影:右 腎上 極 にhypervascularity
を と もな った 腫 瘍 陰影 が認 め られ る(Fig.3)。
腹 腔 動 脈 造 影lHepatomaや 肝 硬 変 を 思 わ せ る所
見 は なか った,
腎 シ ンチ1右 腎 上 部 にcoldareaを認 め る.
副 腎 シ ンチ:両 側 副 腎 と も正 常 で あ った.
骨 シ ンチ:全 身 骨 へ のRI取 り込 みが 増 加 し てい
た が,あ き らか な骨 転 移 像 と して の所 見 は得 られ なか
った(Fig.4)。














Fig.2.腹部 大 動 脈造 影 時 のNephrogram
Fig.3.選択的右腎動脈造影














Fig.4.骨シ ン ンチ グ ラ ム像
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血管を結紮切断し右尿管を峡部の下方にて切断し,右






























∵ ◎ ∵誤 く ∵ づ
》 ∵ 隔 ☆・




1瓢 ごん'・ 弩 ぐ
,鰯.





























































































































いる.悪 性 種瘍にみられる高Ca血 症の原因として
Ackermannら7)は骨転移 などによる骨破壊 に よる





Fig.8,静脈 造 影 時 の 血液 サ ンプ リン グ部 位
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Fig.9。摘 出 腎組 織 のAFPの 局 在 性
に多 く,後者は肺癌や腎細胞癌に多いと述べている.
























であるインドメサシンの 負荷 テス トに よって,血 清
Ca値に変動がなか った ことも,プ ロスタグランデ ィ
ンの関与を否定するものである.PTHに 関しては,







所 性 に産 生 され たPTHと 副 甲状 腺 由 来 のPTHと
は免 疫 学 的 に 異 種 な もの であ る とす る 報告 も6)あり,
本 症 例 の高Ca血 症 の 原 因 と して 現 在 わ れ わ れ の 測
定 し え な いPTH様 物 質 の 関 与 も 考 え ら れ る5).
OsteoclastActivatingFactor,VitD様 物 質 に つ
い ては 検 討 を 加 え て い な い.以 上 よ り,本 症 例 に お け
る高Ca血 症 は三 橋 の 記 載 す る成 因 の 中 に そ の原 因
を 見 出 す こ とは で きなか った.前 述 の ご と く腫 瘍 の摘
除 に よ り高Ca血 症 が 是 正 され た こ とか ら,本 症 例
の 高Ca血 症 の成 因 と しては,そ の物 質 を あ き らか
に しえ な いが,な ん らか の 腫 瘍 性物 質 の 関与,あ るい
は腫 瘍 の刺 激 に よ り 他臓 器 で のCa分 泌 が お こな わ
れ た可 能 性 が 推 測 され た,し か し,本 腫 瘍 の摘 除 に よ
り血 中Caが 正 常 化 した こ とか ら高Ca血 症 に腫 瘍
が 関 連 して い た こ とは ま ぎれ も な い事 実 であ る.
つ ぎに,血 中AFPは 手 術 直 前 に6 ,400ng/mlで
あ っ た も のが,手 術 後29日 目に正 常 範 囲 内 に 復 して
い る.こ れ は,本 症 例 の 腎 細 胞癌 がAFPを 産 生 し
てい た こ とを 示 唆 す る も の であ る.そ こ で,AFP
の 組 織 内 局 在 性 を 知 る た め に,Sternbergerらの
Peroxidase-antiperoxidase法(PAP法)を改 良
したAvidin-Biotin-Complexmethod(ABGme-
thod)s・9)を用 い,抗 ヒ トAFP抗 体 を 工次 抗体 と し
た染 色 をお こな った(Fig.9).clearcelltypeを
示 す 腫 瘍 細 胞 の 胞 体 内 にDiaminobenzidinの濃 い
褐 色 沈 着 物 が 認 め ら れ た.こ れ よ り,本 症 例 は,
AFP産 生 腎 細 胞 癌 と診 断 され た.AFP産 生 腎 細 胞
癌 につ い て著 者 の調 べ た範 囲 内 に は い まだ 報 告 例 は な











本症例は1981年第31回中部 日本 泌尿器科 学会総会において
報告 した.
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